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11月 10日（金）、全国に８つある地方協議会（以下、地協）から青年・女性委員会（以下、青・

女）を組織している７つの地協代表者が集まり、ＪＲ四国労組会議室にてＪＲ連合青・女「第１回

幹事・地協代表者学習会」を開催しました。 

第１部の冒頭、新倉議長から地協活動の意義や活動において期待

することについて講義を行いました。その後、今年度のＪＲ連合

青・女の方針確認と各地協が抱えている課題を共有しました。青・

女を結成していないグループ労組の若い組合員へどのようにアプ

ローチしていくのかが今後の課題であると各地協共通していまし

た。ＪＲ連合グループ労組連絡会を通じた単組間交流の促進を目指し、各単組や地協活動への呼び

掛けを強化していくことを確認しました。 

第２部では、ＪＲ連合で交通政策を担当する中村部長からＪＲ四

国労組が熱望する四国新幹線をはじめ、整備新幹線計画など全国の

新幹線鉄道網の現状とそれらがもたらす効果、並行在来線に対する

現状の支援策、また新幹線鉄道の建設については、基本計画から着

工までのプロセスについてご講義を賜りました。 

講義を受け、新幹線開業に伴う経済的効果もあるがその陰で平行在

来線など労働組合が係る課題も多いことがわかり勉強になったとの声がありました。 

私たち青・女のモットーは「仲間づくり」ですが、今学習会では組織の中枢である組合役員はＪ

Ｒ連合が取り組む各種政策にも関心を持ち、役員個々がレベルアップすることで組織強化に繋がる

ことを確認し合いました。 

ＪＲ連合青・女では、全国の仲間との環を広げるため毎年ユースラリー（２泊３日のレクリエー

ション＆学習会）を開催しています。先に開催した第 26 回定期総会において、2018 年は四国の

地で開催することが決定しています。 

11月 11日（土）に実行委員会を立ち上げ、ＪＲ四国労組の中内副議長が事務局長に選出されま

した。「明るく！楽しく！元気よく！」を基軸に、１本のレールと心でつながった仲間との絆を深め

るため、地元ＪＲ四国労組とそのグループ労組が協力し準備を進めていきます。みなさんのご参加

をお待ちしています。 

仲間の環を広げ 共に未来をきり拓こう！ 


